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お
知
ら
せ

　
　

　

法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会

で
は
、毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
を「
公
証
週
間
」と
定
め
、皆
さ
ん

に
公
証
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、こ
の
制
度
の
利

用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

公
証
制
度
は
、私
た
ち
の
日
常
生

活
に
お
け
る
法
律
的
紛
争
を
未
然
に

防
止
し
、法
律
上
の
権
利
や
義
務
を

明
確
に
し
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、証
書
の
作
成
等
の
方
法

に
よ
り
、一
定
の
事
項
を
公
証
人
に

証
明
さ
せ
る
制
度
で
す
。こ
の
公
証

事
務
を
担
当
す
る
公
証
人
は
、判
事
、

検
事
、法
務
事
務
官
な
ど
を
長
く
努

め
た
法
律
実
務
の
経
験
豊
か
な
者
の

中
か
ら
法
務
大
臣
が
任
命
し
た
法

律
の
専
門
家
で
す
。

●
次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は
公
正
証

　

書
の
作
成
を
お
す
す
め
し
ま
す

・
遺
言

・
お
金
の
貸
し
借
り

・
不
動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り

・
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料

　

等
の
支
払
い

・
任
意
後
見
契
約（
公
正
証
書
に
よ

　

る
こ
と
が
必
要
で
す
）

　

大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て
、

公
正
証
書
は
皆
さ
ん
の
権
利
を
正

し
く
確
実
に
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
一
般
の

不
燃
物
や
粗
大
ご
み
と
し
て
出
す
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
販
売
店
が
回
収
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
適
正
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

●
受
付
期
間

　

10
月
23
日（
火
）〜
10
月
29
日（
月
）

●
回
収
期
間

　

10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬

●
対
象
容
器

　

小
型
容
器（
２
、５
、８
Kg
）

　

※

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
容
器
は
対
象

　
　

外
で
す
。

●
費　

用　

無
料

●
依
頼
先

　

お
近
く
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
店

　

富
士
見
町
ゆ
か
り
の
歌
人
・
島
木
赤

彦
を
偲
び
、今
年
も
赤
彦
祭
を
開
催
し

ま
す
。碑
前
祭
で
は
赤
彦
記
念
短
歌
展

の
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。

●
期　

日　

10
月
６
日（
土
）

〈
碑
前
祭
〉

●
時　

間　

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

●
場　

所　

富
士
見
公
園

○
午
前
９
時
30
分
よ
り
同
会
場
で
小

　

口
明
先
生
か
ら
歌
碑
等
の
解
説
が

　

あ
り
ま
す
。

　

創
業
を
考
え
て
い
る
方
や
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
学
び
た
い
方
は
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

11
月
６
日（
火
）〜
12
月
11
日（
火
）

　

毎
週
火
曜
日（
全
６
回
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
場　

所　

原
村
商
工
会
館

●
受
講
料　

２
，０
０
０
円

●
定　

員　

20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
日　

時　

10
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

富
士
見
高
原
病
院

●
内　

容

・
医
療
と
福
祉
の
展
示
・
体
験
ブ
ー
ス

・
お
ま
つ
り
広
場
・
屋
台
・
バ
ザ
ー

・
音
楽
喫
茶

・
講
演
会　

な
ど

○
詳
し
く
は
10
月
の
新
聞
折
り
込
み

　

チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

諏
訪
公
証
役
場　

☎
５
３‐４
６
４
１

長
野
Ｌ
Ｐ
協
会 

諏
訪
支
部

☎
５
３‐６
０
０
０

　
（
内
線
２
１
１
３
）

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
回
収
し
ま
す

病
院
祭
実
行
委
員
会

☎
６
２‐３
０
３
０

イ
ベ
ン
ト

富
士
見
町
高
原
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
６
２‐７
９
３
０

第
81
回 

赤
彦
祭

富
士
見
町・原
村
共
同
の

「
創
業
塾
」を
開
催
し
ま
す

富
士
見
高
原
病
院 

第
19
回
病
院
祭

　
〜
地
域
と
と
も
に
歩
む
〜

富
士
見
町
商
工
会

☎
６
２‐２
３
７
３

　 議会事務局　☎62-9403　 議会事務局　☎62-9403
　町議会では、太陽光発電設備の設置に
ついて全国各地で景観などの関係からト
ラブルが生じているなか、設置に対する
県内一厳しい条例を設けた、麻績村の髙
野忠房村長をお招きし講演会を開催し
ます。
　村における状況、厳しい条例制定に至
った経過などを講演していただきます。
ぜひご参加ください。
 【日 時】10月20日（土） 午後２時～
 【場 所】コミュニティ・プラザ 2階
 　　　　 大会議室

　 産業課 農林保全係　☎62-9222　 産業課 農林保全係　☎62-9222
サルを集落へ呼び寄せないようにしましょうサルを集落へ呼び寄せないようにしましょう

　畑に放置してある収穫しない作物や、地域に放棄されている
柿や栗の木は、サルを集落へ呼び寄せる原因となります。人間
にとっては不必要なゴミでも、サルなどの動物にとっては栄養
価の高いエサとなります。農作物や地域果樹の放置はサルの餌
付けと同じです。コンポストに入れる、畑に埋めるなど、サル
を呼び寄せない対策を取ってください。
　農作物を食べるサルは、山のサルに比べ冬期に数が減りにく
く、春には平均より多く出産します。また、栄養を求めて畑の
作物を狙ってさらに集落へと降りてくるようになります。来年
以降の被害を少なくするためにも、今からできる対策をお願い
します。
●対策事例
野菜くずや取り残しの
野菜
地域に放置されている
果樹

干している農作物

早期撤去、コンポストに入れる、畑に
埋める
集落や地権者で実を収穫する、管理
しきれない木は伐採する
防護網等を設置する、動物の目に
つかない位置に干す

【麻績村長 髙野忠房氏による講演会】【麻績村長 髙野忠房氏による講演会】
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問
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込
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問
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病
院
祭
実
行
委
員
会

☎
７
２‐１
０
０
０

諏
訪
赤
十
字
病
院 
内
科
外
来

☎
５
７‐６
１
１
１

諏
訪
中
央
病
院 

第
10
回
病
院
祭

住
民
福
祉
課 

住
民
係

☎
６
２‐９
１
１
２

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

岡
谷
市
健
康
福
祉
部

社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
担
当

☎
２
３‐４
８
１
１

　
（
内
線
１
２
５
１
）

　

口
腔
ケ
ア
は
、口
腔
疾
患
の
予
防
、

お
い
し
く
食
べ
る
楽
し
み
、生
活
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
り
、摂
食
嚥
下

障
害
を
持
つ
方
や
そ
の
ご
家
族
、多

く
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
必

要
な
ケ
ア
で
す
。わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日　

時　

10
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

●
場　

所　

マ
リ
オ
ロ
ー
ヤ
ル
会
館

　
　
　
　
　
（
ベ
ル
ビ
ア
３
階
）

●
講　

師　

小
笠
原
正 

先
生

　
　
（
松
本
歯
科
大
学

　
　

地
域
連
携
歯
科
学
講
座
教
授
）

○
参
加
無
料
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
な
ぜ
特
殊
詐
欺
や
悪

質
商
法
な
ど
に
簡
単
に
だ
ま
さ
れ
て

し
ま
う
の
か
。そ
の
心
の
働
き
を
認

知
心
理
学
か
ら
考
え
ま
す
。

●
日　

時　

10
月
31
日（
水
）

　
　
　
　

  

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
場　

所　

岡
谷
市
文
化
会
館

　
　
　
（
カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
）小
ホ
ー
ル

●
講　

師　

菊
池　

聡 

先
生

　
　

  （
信
州
大
学
人
文
学
部
教
授
）

○
入
場
無
料
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

　

体
験
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
見
学
ツ
ア
ー

な
ど
企
画
が
た
く
さ
ん
。ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
や
豚
汁
な
ど
の
振
る
舞
い
も
あ

り
ま
す
。ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

10
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

諏
訪
中
央
病
院

○
入
場
無
料
、雨
天
決
行
で
す
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
に
は

血
糖
測
定
体
験
や
講
義
終
了
後
の

情
報
交
換
会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

10
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

●
場　

所　

諏
訪
赤
十
字
病
院

　
　
　
　
　

２
階 

研
修
セ
ン
タ
ー

●
講　

師　

宮
澤 

医
師

　
　
　
　
（
特
殊
歯
科
・
口
腔
外
科
）

●
参
加
費　

２
０
０
円

○
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　

10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。「
行
政
相
談
」と

は
、住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
苦
情
や
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
、行

政
機
関
に
対
し
て
公
平
・
中
立
の
立

場
か
ら
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
、問

題
の
解
決
を
図
っ
た
り
、行
政
の
制

度
や
運
営
の
改
善
に
役
立
て
た
り
す

る
も
の
で
す
。

　

生
活
の
中
で
、行
政
関
係
の
仕
事

（
道
路
・
農
地
・
公
害
・
年
金
・
登
記
・

福
祉
関
係
な
ど
）に
対
し
て
、意
見

や
要
望
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
苦
情

は
あ
る
が
、直
接
は
言
い
に
く
い
」

「
相
談
を
し
た
い
が
、ど
こ
へ
行
け
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
相
談
先　

　

行
政
相
談
委
員  

三
井
芳
章
さ
ん

　

☎
６
２-

２
７
３
４ 

●
10
月
相
談
日

　

10
月
19
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

清
泉
荘
２
階
に
て

　

※
年
に
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
●
日　

時　

10
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
受
付
：
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
場　

所　

伊
那
市
役
所
１
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
相
談
無
料
、予
約
不
要
で
す
。

諏
訪
赤
十
字
病
院 
糖
尿
病
教
室

「
糖
尿
病
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
」

地
域
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
　

講
演
会「
だ
ま
さ
れ
る
心
の
心
理
学
」

教
室
・
相
談

市
町
村
民
公
開
講
座

口
腔
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー「
摂
食
嚥
下（
え

ん
げ
）障
害
の
人
の
た
め
の
口
腔
ケ
ア
」

茅
野
市
諏
訪
郡
歯
科
医
師
会

事
務
局

☎
７
２‐９
０
３
４

伊
那
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

総
務
省
長
野
行
政
監
視

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６‐２
３
５‐１
１
０
０

くらしの情報

「障がいのある人もない人もともに地域で暮らし続ける」をテーマに、共生社会について考えます。

【日　時】　11月10日（土）  午前１０時～午後３時３０分
【場　所】　諏訪市総合福祉センター 3階 交流ひろば　
【参加費】　無料
【内　容】　○映画『みんなの学校』（午前10時～）
　　　　　　　…不登校も特別支援学級もない  同じ教室で一緒に学ぶ
　　　　　　　　ふつうの公立小学校のみんなが笑顔になる挑戦
　　　　　　○福祉事業所等の作品展示・販売（正午頃）
　　　　　　○講演会『障がい者が地域で暮らすためには（仮題）』（午後1時30分頃）
　　　　　　　講師：山本シュウ氏（NHK Eテレ「みんなのためのバリアフリー
　　　　　　　　　　　　　　　　　バラエティ“バリバラ”」の司会で活躍中）
　　　　　　○意見交換会（講演会終了後　進行：山本シュウ氏）

　 長野県後期高齢者医療広域連合 業務課 給付係　☎026-229-5320　 諏訪地域障がい福祉自立支援協議会
　 （事務局：諏訪圏域障がい者総合支援センター オアシス　☎54-7713）

みんなが輝く地域づくりフォーラム
「みんなの学校・みんなの地域（まち）　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　～つながる心・つながる思い～」

みんなが輝く地域づくりフォーラム
「みんなの学校・みんなの地域（まち）　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　～つながる心・つながる思い～」

山本シュウさん
（別名：レモンさん）

問問 問

問 問

問

問


